
 

 

 

民 主 島 根 （1） 2024 年 2 月 25 日 

日
本
共
産
党
の
大
平
よ
し

の
ぶ
衆
院
中
国
比
例
予
定
候

補
は
１
８
日
、
出
雲
市
で
開

か
れ
た
第
９
０
回
県
党
会
議

で
あ
い
さ
つ
し
ま
し
た
。 

大
平
氏
は
、
中
国
地
方
は

金
権
腐
敗
で
も
原
発
で
も
、

自
民
党
の
悪
政
の
根
源
と
い

う
べ
き
地
域
だ
と
訴
え
、「
自

民
党
政
治
を
終
わ
ら
せ
る
た

た
か
い
を
起
こ
し
、
総
選
挙

で
議
席
を
奪
還
し
た
い
」
と

2024 年 

 

 

 

キ
ャ
ロ
ル
の
解
散
コ
ン
サ
ー
ト
や
キ

ャ
ン
デ
ィ
ー
ズ
の
解
散
宣
言
な
ど

数
々
の
伝
説
を
生
ん
で
き
た
が
、
老

朽
化
の
た
め
、
解
体
と
建
て
替
え
が

決
ま
り
、
２
０
２
４
年
１
０
月
か
ら

使
用
休
止
に
な
る
▼
野
音
は
１
９
２

３
年
７
月
に
開
設
。
開
設
か
ら
わ
ず

か
２
カ
月
後
に
発
生
し
た
関
東
大
震

災
を
乗
り
越
え
、
戦
後
２
度
の
改
築

を
経
て
、
現
在
の
野
音
が
３
代
目
。

前
回
の
工
事
か
ら
４
０
年
が
経
ち
、

都
が
建
て
替
え
を
決
定
し
た
。
戦
後

は
６
０
年
安
保
闘
争
を
機
に
政
治
集

会
で
の
利
用
が
増
え
、
春
闘
や
メ
ー

デ
ー
で
も
定
番
の
会
場
と
な
り
、
６

０
年
代
後
半
か
ら
は
ロ
ッ
ク
や
フ
ォ

ー
ク
の
コ
ン
サ
ー
ト
も
盛
ん
に
な
っ

た
▼
「
日
本
一
の
音
楽
堂
」「
市
民
の

幸
福
は
こ
の
楽
堂
か
ら
」。
落
成
式
が

行
わ
れ
た
様
子
を
、
当
時
の
新
聞
各

紙
は
こ
の
よ
う
に
報
じ
、「
森
の
よ
う

な
木
々
」「
大
空
の
下
に
ゆ
っ
た
り
と

音
楽
を
楽
し
む
の
に
ふ
さ
わ
し
い
」

と
記
さ
れ
て
い
る
▼
野
音
を
含
む
都

立
日
比
谷
公
園
の
再
整
備
計
画
を
巡

っ
て
は
、
園
内
の
樹
木
へ
の
影
響
か

ら
見
直
し
を
求
め
る
声
も
上
が
っ
て

い
る
。
公
園
の
元
管
理
所
長
の
高
橋

裕
一
さ
ん
は
「
剪
定
な
ど
樹
木
へ
の

影
響
が
少
な
い
形
に
す
る
べ
き
だ
。

歴
史
あ
る
緑
を
後
世
に
残
し
て
ほ
し

い
」
と
語
る
▼
都
の
再
整
備
の
基
本

方
針
は
「
歴
史
を
継
承
し
『
こ
れ
か

ら
の
１
０
０
年
』
に
ふ
さ
わ
し
い
デ

ザ
イ
ン
」「
開
放
感
を
維
持
す
る
こ
と

を
前
提
に
ス
テ
ー
ジ
と
観
客
席
前
方

に
屋
根
を
設
置
す
る
」
な
ど
と
明
記
。

オ
フ
ィ
ス
ビ
ル
や
公
園
の
緑
に
囲
ま

れ
た
独
特
の
開
放
感
、
舞
台
か
ら
音

が
ど
こ
ま
で
も
飛
ん
で
い
く
感

覚･･･

。
歴
史
を
感
じ
ら
れ
る
建
物
に

し
て
、
次
の
１
０
０
年
も
愛
さ
れ
る

「
４
代
目
」
と
な
っ
て
ほ
し
い
。（
遠
） 

「
野
音
」
と
し
て
知
ら
れ
る
東

京
都
立
日
比
谷
公
園
大
音
楽

堂
（
千
代
田
区
）
が
昨
年
、
開

設
か
ら
１
０
０
年
を
迎
え
た
。
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模
に
開
発
す
る
こ
と
は
周
辺

環
境
に
大
き
な
影
響
を
及
ぼ

す
と
指
摘
。
地
質
調
査
等
の

結
果
、
予
定
地
が
工
場
立
地

に
適
さ
ず
、
事
業
中
止
に
な

っ
た
場
合
、
県
が
最
大
４
億

７
千
万
円
余
を
肩
代
わ
り
す

る
こ
と
も
問
題
視
し
、「
大
企

 

む
ら
ほ
え
り
こ
衆
院
島
根

１
区
予
定
候
補
は
１
６
日
、

松
江
市
の
商
店
街
前
で
尾
村

利
成
、
大
国
陽
介
の
両
県
議
、

舟
木
健
治
、
橘
ふ
み
両
市
議
、

岩
田
剛
東
部
地
区
委
員
長
ら

と
一
緒
に
宣
伝
し
ま
し
た
。

能
登
半
島
地
震
の
救
援
募
金

も
呼
び
か
け
ま
し
た
。
（
写

真
） む

ら
ほ
氏
は
、
岸
田
政
権

が
わ
ず
か
２
年
間
で
軍
事
費

を
１
・
５
倍
、
２
・
５
兆
円

も
増
額
し
よ
う
と
し
て
い
る

こ
と
に
ふ
れ
、
軍
事
力
で
は

な
く
、
対
話
の
外
交
を
す
す

め
る
党
の
「
外
交
ビ
ジ
ョ
ン
」

を
紹
介
し
、「
命
が
大
切
に
さ

れ
る
政
治
に
変
え
て
い
こ

う
」
と
呼
び
か
け
ま
し
た
。 

尾
村
氏
は
「
自
民
党
派
閥

業
い
い
な
り
の
ゆ
が
み
が
露

骨
に
表
れ
て
い
る
」
と
批
判
。

「
産
業
振
興
は
農
林
水
産
業

を
中
心
に
、
地
場
産
業
、
中

小
企
業
の
振
興
に
こ
そ
軸
足

を
置
く
べ
き
だ
」
と
強
調
し

ま
し
た
。 

本
会
議
に
先
立
っ
て
開
か

れ
た
防
災
地
域
建
設
委
員
会

と
農
林
水
産
商
工
委
員
会
の

連
合
審
査
会
（
２
３
年
ぶ
り

の
開
催
）
で
、
尾
村
利
成
県

議
は
「
こ
れ
ま
で
出
雲
村
田

製
作
所
１
社
に
延
べ
１
０

回
、
総
額
９
４
億
円
も
の
企

業
立
地
促
進
助
成
金
が
交
付

さ
れ
て
い
る
。
労
働
力
が
減

少
す
る
も
と
、
雇
用
の
奪
い

合
い
な
ど
で
地
場
企
業
へ
の

悪
影
響
は
避
け
ら
れ
な
い
。

莫
大
な
助
成
金
を
受
け
取
っ

て
い
る
誘
致
企
業
は
社
会
的

責
任
を
果
た
す
必
要
が
あ

る
」
と
指
摘
し
ま
し
た
。 

政
治
資
金
パ
ー
テ
ィ
ー
の
裏

金
を
受
け
取
っ
て
い
た
議
員

が
原
発
を
動
か
し
、
平
和
を

壊
そ
う
と
し
て
い
る
。
解
散

総
選
挙
に
追
い
込
み
、
き
れ

い
な
政
治
を
一
緒
に
つ
く
ろ

う
」
と
訴
え
ま
し
た
。 

決
意
を
述
べ
ま
し
た
。 

第
２
９
回
党
大
会
に
参
加

し
た
、
む
ら
ほ
え
り
こ
衆
院

島
根
１
区
予
定
候
補
、
亀
谷

優
子
同
２
区
予
定
候
補
も
決

意
表
明
。
上
代
善
雄
県
委
員

長
が
党
大
会
決
定
を
確
信
に

し
、
来
た
る
総
選
挙
で
の
躍

進
と
世
代
的
継
承
を
中
軸
に

据
え
た
強
く
大
き
な
党
を
つ

く
る
「
県
総
合
計
画
」
を
提

案
し
採
択
し
ま
し
た
。
地
方

議
員
や
居
住
・
職
場
支
部
の
党

員
ら
が
住
民
要
求
実
現
の
運

動
や
党
建
設
な
ど
に
つ
い
て

発
言
し
ま
し
た
。
新
２
役
は
次

の
通
り
で
す
。
（
敬
称
略
） 

▽
委
員
長
＝
上
代
善
雄
（
６

９
）
▽
副
委
員
長
＝
大
国
陽
介

（
４
４
）
、
尾
村
利
成
（
６
１
）

＝
以
上
再
、
村
穂
江
利
子
（
５

５
）
＝
新 

（
写
真
は
、
激
励
に
応
え
る
大

平
、
む
ら
ほ
、
亀
谷
の
各
氏
） 

 

日
本
共
産
党
島
根
県
委
員

会
は
１
５
日
、
次
期
衆
院
選

島
根
２
区
に
党
大
田
市
議
の

亀
谷
優
子
氏
（
３
７
）
を
擁

立
す
る
と
発
表
し
ま
し
た
。 

 

亀
谷
氏
は
会
見
で
「
国
民

の
苦
し
み
を
打
開
し
、
誰
も

が
希
望
を
持
っ
て
暮
ら
せ
る

社
会
に
す
る
た
め
、
県
民
の

み
な
さ
ん
と
力
を
合
わ
せ
て

自
民
党
政
治
を
終
わ
ら
せ
た

い
」
と
決
意
を
述
べ
ま
し
た
。 

 

亀
谷
氏
の
略
歴
◆
１
９
８

６
年
生
ま
れ
◆
高
知
大
学
人

文
学
部
社
会
経
済
学
科
卒
◆

２
０
０
８
年
、
大
田
市
に
Ｉ

タ
ー
ン
し
農
場
勤
務
。
２
０

１
８
年
４
月
、
大
田
市
議
初

当
選
（
現
在
２
期
目
）。
党
県

常
任
委
員
◆
大
田
市
在
住
。 

 

㈱
出
雲
村
田
製
作
所
が
安

来
市
に
新
工
場
を
設
置
す
る

こ
と
を
巡
り
、
県
議
会
は
１

４
日
の
本
会
議
で
工
業
用
地

造
成
の
た
め
の
調
査
等
を
県

が
実
施
す
る
補
正
予
算
を
可

決
し
ま
し
た
。
日
本
共
産
党

県
議
団
（
２
名
）
と
無
会
派

（
１
名
）
が
反
対
し
ま
し
た
。 

日
本
共
産
党
県
議
団
の
大

国
陽
介
県
議
は
、
優
良
で
広

大
な
農
地
を
転
用
し
、
大
規

調査する（左から）向田、尾村、大国の各氏 

 

住民から意見を聞く県議団と向田氏 


